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み
く
の
会

６
月
学
習
会

平
成
二
十
三
年
六
月
十
七
日

前
橋
市
中
央
公
民
館

「
語

源

の

話
」
―
日
本
の
語
源
を
探
る
―

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

北

川

和

秀

◎
な
ぜ
語
源
は
分
か
ら
な
く
な
る
の
か

→
時
を
経
て
語
の
形
が
変
わ
る
か
ら

で
き
る
だ
け
古
い
時
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

そ
こ
か
ら
の
変
化
を
た
ど
る
こ
と
が
必
要

→
時
を
経
て
語
の
意
味
が
変
わ
る
か
ら

＊
語
源
を
考
え
る
こ
と
は
、
こ
と
ば
の
歴
史
を
深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る

１
．
導
入
１
（
さ
ま
ざ
ま
な
語
源
〈
個
別
的
な
も
の
〉
）

①
地
名
に
由
来
す
る
も
の

カ
ス
テ
ラ
（
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
地
方
）
、
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
（
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
ポ
ル
ト
港
）

②
人
名
に
由
来
す
る
も
の

備
長
炭
（
元
禄
時
代
の
備
後
屋
長
右
衛
門
）
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
（
イ
ギ
リ

ス
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
伯
爵
）

③
企
業
名
に
由
来
す
る
も
の

ド
ー
ラ
ン
（
ド
イ
ツ
の
ド
ー
ラ
ン
社
）
、
バ
リ
カ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
の
バ

リ
カ
ン
・
エ
・
マ
ー
ル
社
）

④
商
品
名
に
由
来
す
る
も
の

チ
ャ
ッ
ク
（
広
島
の
日
本
開
閉
機
会
社
が
「
巾
着
」
を
も
じ
っ
て
付
け

た
商
標
名
）

⑤
特
定
分
野
の
語
が
一
般
的
な
用
法
に
転
じ
た
例

・
歌
舞
伎
…
お
は
こ
、
正
念
場
、
長
丁
場
、
二
枚
目
、
花
道
、
檜
舞
台
、
大
詰
め
、
黒
幕

・
相
撲
…
…
勇
み
足
、
痛
み
分
け
、
肩
透
か
し
、
黒
星
、
仕
切
り
直
し

・
囲
碁
…
…
一
目
置
く
、
傍
目
八
目
、
定
石
、
捨
て
石
、
駄
目
、
駄
目
押
し
、
布
石

・
将
棋
…
…
王
手
、
終
盤
、
高
飛
車
、
成
金

２
．
導
入
２
（
や
さ
し
、
う
つ
く
し
、
こ
、
ね
こ
）

①
世
間
を
憂
し
と
や
さ
し
と
思
へ
ど
も
飛
び
立
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
あ
ら
ね
ば

よ
の
な
か

う

（
万
葉
集

巻
五
・
八
九
三

山
上
憶
良
）

＊
「
や
さ
し
」
は
、
動
詞
「
痩
す
」
と
語
源
を
同
じ
く
す
る
形
容
詞
。
身
も
細
る
よ
う
だ
。
肩
身
が

狭
い
→
遠
慮
が
ち
で
控
え
め
だ

優
美
だ
。
思
い
や
り
が
あ
る
。

安
易
だ
。
平
易
だ
。

②
父
母
を

見
れ
ば
尊
し

妻
子
見
れ
ば

め
ぐ
し
う
つ
く
し

世
の
中
は

か
く
ぞ
道
理

め

こ

こ
と

わ
り

（
万
葉
集

巻
五
・
八
〇
〇

山
上
憶
良
）
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③
う
つ
く
し
き
も
の

瓜
に
か
き
た
る
ち
ご
の
顔
。
雀
の
子
の
、
ね
ず
鳴
き
す
る
に
を
ど
り
来
る
。
二

つ
三
つ
ば
か
り
な
る
ち
ご
の
、
い
そ
ぎ
て
は
ひ
来
る
道
に
、
い
と
ち
ひ
さ
き
塵
の
あ
り
け
る
を
目
ざ

と
に
見
つ
け
て
、
い
と
を
か
し
げ
な
る
お
よ
び
に
と
ら
へ
て
、
大
人
な
ど
に
見
せ
た
る
、
い
と
う
つ

く
し
。
…
…

雛

の
調
度
。
…
…
な
に
も
な
に
も
、
ち
ひ
さ
き
も
の
は
み
な
う
つ
く
し
。
…
…

ひ
ひ
な

（
枕
草
子
一
五
四
段
）

＊
「
う
つ
く
し
」
は
、
か
わ
い
く
思
う
こ
と
。
い
と
し
く
思
う
こ
と
。
平
安
時
代
に
は
小
さ
い
も
の

を
か
わ
い
い
と
思
う
気
持
ち
。

④
「
こ
」
さ
ま
ざ
ま

ａ
海
鼠
（
な
ま
こ
）
、
熬
子
（
い
り
こ
）
、
海
鼠
腸
（
こ
の
わ
た
）

ｂ
蚕
（
か
い
こ
）
、
桑
子
（
く
わ
こ
）

＊
飼
ひ
蚕こ

＊
た
ら
ち
ね
の
母
が
養
ふ
蚕
の
繭
隠
り
い
ぶ
せ
く
も
あ
る
か
妹
に
逢
は
ず
し
て

こ

ま
よ
こ
も

い
も

（
万
葉
集

巻
一
二
・
二
九
九
一
）

ｃ
茸
（
き
の
こ
）
、
筍
（
た
け
の
こ
）

ｄ
鳥
の
子
（
と
り
の
こ
）
、
卵
（
た
ま
ご
）

＊
玉
子
（
た
ま
ご
）

ｅ
根
っ
こ
、
隅
っ
こ
、
端
っ
こ
。
ど
こ
、
そ
こ
、
あ
そ
こ
、
か
し
こ

＊
処
（
と
こ
ろ
）

⑤
「
ね
こ
」
の
語
源

・
諸
説
あ
り
。
よ
く
寝
る
か
ら
（
寝
子
）
、
寝
る
を
好
む
か
ら
、
ニ
コ
（
似
虎
）
の
転
な
ど

・
鳴
き
声
説
が
有
力
。

＊
猫
の
か
し
づ
き
を
し
て
、
撫
で
養
ひ
た
ま
ふ
。
…
…
端
近
く
寄
り
臥
し
た
ま
へ
る
に
、
来
て
、

ね
う
ね
う
、
と
い
と
ら
う
た
げ
に
な
け
ば
、
」
（
源
氏
物
語

若
菜
下
）

＊
べ
こ
（
牛
。
べ
ー
べ
ー
）
、
ね
こ
（
ね
う
ね
う
）
、
か
ら
す
、
す
ず
め

＊
「
猫
」
と
い
う
漢
字
の
字
音
「
メ
ウ
」
（
呉
音
）
も
鳴
き
声
に
基
づ
く
。

３
．
導
入
２
（
さ
け
の
さ
か
な
）

＊
「
さ
か
な
」
の
漢
字
表
記

ア
、
魚

イ
、
肴

・
「
な
」
は
本
来
お
か
ず
（
副
食
物
）
の
こ
と
。
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
、
す
べ
て
「
な
」
。

・
「
さ
か
な
」
は
「
さ
か
（
酒
）
＋
な
（
副
食
物
）
」
。
魚
は
、
美
称
の
「
ま
（
真
）
」
を
付
け
て
「
ま

な
」
と
も
い
う
。
→
「
ま
な
い
た
」
「
ま
な
ば
し
」

＊
「
魚
を
料
る
を
魚
板
、
野
菜
を
切
る
を
菜
板
と
い
ふ
べ
し
。
し
か
る
に
、
今
江
戸
の
俗
、
い
づ
れ

ま
な

な

を
も
ま
な
板
と
い
へ
り
」
（
野
乃
舎
随
筆
）
文
政
３
年
（1820

）

・
魚
は
「
う
を
」
と
い
っ
た
。
魚
を
「
さ
か
な
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
か
ら
。

・
ナ
マ
の
魚
を
「
う
お
」
、
調
理
し
た
魚
を
「
さ
か
な
」
と
い
っ
て
区
別
す
る
地
方
も
あ
る
。
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【
語
源
を
考
え
る
上
で
必
要
な
こ
と
】

○
漢
字
表
記
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
。

○
で
き
る
だ
け
古
い
時
代
の
語
形
・
語
義
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
。

○
歴
史
的
仮
名
遣
い
（
旧
か
な
）
で
考
え
る
。

○
ロ
ー
マ
字
で
考
え
て
み
る
。

○
同
種
・
同
類
の
例
を
探
し
て
み
る
。

４
．
露
出
形
と
被
覆
形

【
単
独
だ
と
エ
段
、
熟
語
に
な
る
と
ア
段
】

①
つ
め
（
爪
）

つ
ま
さ
き
（
爪
先
）

つ
ま
づ
く
（
爪
突
く
）

つ
ま
は
じ
き
（
爪
弾
き
）

つ
ま
び
き
（
爪
弾
き
）

つ
ま
む
（
摘
む
）

つ
ま
よ
う
じ
（
爪
楊
枝
）

②
さ
け
（
酒
）

さ
か
ぐ
ら
（
酒
蔵
）

さ
か
だ
る
（
酒
樽
）

さ
か
づ
き
（
酒
盃
）

さ
か
な
（
肴
）

さ
か
ば
（
酒
場
）

さ
か
も
り
（
酒
盛
り
）

③
あ
め
（
雨
）

あ
ま
お
と
（
雨
音
）

あ
ま
が
え
る
（
雨
蛙
）

あ
ま
が
さ
（
雨
傘
）

あ
ま
ぐ
（
雨
具
）

あ
ま
ご
い
（
雨
乞
い
）

あ
ま
だ
れ
（
雨
垂
れ
）

あ
ま
ど
（
雨
戸
）

あ
ま
も
り
（
雨
漏
り
）

④
か
ね
（
金
）

か
な
あ
み
（
金
網
）

か
な
ぐ
（
金
具
）

か
な
し
ば
り
（
金
縛
り
）

か
な
づ
ち
（
金
槌
）

か
な
ぼ
う
（
金
棒
）

か
な
も
の
（
金
物
）

⑤
い
ね
（
稲
）

い
な
ご
（
蝗
）

い
な
づ
ま
（
稲
妻
）

い
な
ば
（
稲
葉
）

い
な
ほ
（
稲
穂
）

⑥
め
（
目
）

ま
つ
げ
（
目
つ
毛
）

ま
な
こ
（
目
な
子
）

ま
な
ざ
し
（
目
な
差
し
）

ま
な
じ
り
（
目
な
尻
）

ま
ば
た
き
（
目
叩
き
）

ま
ば
ゆ
い
（
目
映
い
）

ま
ぶ
た
（
目
蓋
）

ま
へ
（
前
／
ま
（
目
）
＋
へ
（
方
）
）

【
単
独
だ
と
イ
段
、
熟
語
に
な
る
と
オ
段
】

①
き
（
木
）

こ
か
げ
（
木
陰
）

こ
が
ら
し
（
木
枯
）

こ
ず
え
（
木
末
）

こ
だ
ち
（
木
立
）

こ
だ
ま
（
木
霊
）

こ
っ
ぱ
（
木
端
）

こ
の
は
（
木
の
葉
）

こ
も
れ
び
（
木
漏
れ
日
）
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②
ひ
（
火
）

ほ
て
る
（
火
照
る
）

ほ
の
ほ
（
炎
／
火
の
穂
）

＊
「
穂
」
は
「
秀
」
。
稲
穂
、
波
の
穂
、
槍
の
穂
先
、
伊
香
保
、
穂
高

５
．
漢
語
起
源
の
言
葉

○
漢
語
か
ら
で
き
た
和
語
…
…
銭
（
セ
ン
→
ぜ
に
）
、
馬
（
マ
→
む
ま
）
、
梅
（
メ
イ
→
む
め
）
、

鬼
（
オ
ン
（
隠
）
→
お
に
）
、
縁
（
エ
ン
→
え
に
し
）

○
訓
と
間
違
え
そ
う
な
音
…
…
菊
（
キ
ク
）
、
駅
（
エ
キ
）
な
ど

６
．
動
詞
の
連
用
形
か
ら
で
き
た
名
詞

・
編
む
→
網

歌
う
→
謡

か
ぶ
く
→
歌
舞
伎

暮
ら
す
→
暮
ら
し

恋
ふ
→
恋

さ
ぶ
ら
ふ
→
さ
ぶ
ら
ひ
（
侍
）

散
る
→
塵

掘
る
→
堀

光
る
→
光

・
「
あ
お
ぐ
」
と
「
扇
」

あ
ふ
ぐ
（
扇
ぐ
）
→
あ
ふ
ぎ
（
扇
）

７
．
撥
音
化
し
て
次
の
音
が
濁
音
に
な
っ
て
成
立
し
た
語

・
す
み
す
り
（
墨
磨
り
）

（
ス
ン
ズ
リ
）

す
ず
り
（
硯
）

・
ふ
み
て
（
文
手
）

（
フ
ン
デ
）

ふ
で
（
筆
）

・
の
み
と
（
飲
み
門
）

（
ノ
ン
ド
）

の
ど
（
喉
）

８
．
色
の
名
前

①
古
代
の
基
本
色
は
「
あ
か
」
「
く
ろ
」
「
し
ろ
」
「
あ
を
」
の
四
色
。

・
赤
・
黒
は
明
暗
。
「
あ
か
」
は
「
明
し
」
、
「
く
ろ
」
は
「
暗
し
」

・
白
・
青
は
顕
漠
か
。
「
し
ろ
」
は
「
い
ち
し
ろ
し
」
（
著
）
、
「
あ
を
」
は
未
詳
。
あ
る
い
は
「
藍

（
あ
ゐ
）
」
と
同
語
源
か
。

・
形
容
詞
に
な
る
の
は
こ
の
４
色
の
み
。

②
植
物
に
由
来
す
る
色
名
が
多
い
。

・
あ
か
ね
（
赤
根
）
、
あ
さ
ぎ
（
浅
葱
）
、
あ
ゐ
（
藍
）
、
く
れ
な
ゐ
（
呉
の
藍
）
、

む
ら
さ
き
（
紫
／
群
咲
き
）
、
や
ま
ぶ
き
（
山
吹
）

③
「
み
ど
り
」
は
、
本
来
は
「
萌
え
出
た
ば
か
り
の
若
葉
」
の
意
。

９
．
数
の
名
前

①
一
（
ｆ
ｉ
ｔ
ｏ
）
・
二
（
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
）

②
三
（
ｍ
ｉ
）
・
六
（
ｍ
ｕ
）

③
四
（
ｙ
ｏ
）
・
八
（
ｙ
ａ
）

＊
い
よ
い
よ
、
い
や
さ
か
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．
女
房
言
葉

10

①
語
の
下
部
を
省
略
し
、
上
に
「
お
」
を
付
け
る

・
か
き
餅

お
＋
か
き
（
も
ち
）

お
か
き

・
（
副
食
物
の
）
数
物

お
＋
か
ず
（
も
の
）

お
か
ず

・
強
飯

お
＋
こ
は
（
い
ひ
）

お
こ
は

・
田
楽

お
＋
で
ん
（
が
く
）

お
で
ん

②
語
の
下
部
を
省
略
し
、
下
に
「
も
じ
」
を
付
け
る

・
髪
（
か
み
）

か
も
じ

・
杓
子
（
し
ゃ
く
し
）

し
ゃ
も
じ

③
語
の
最
初
の
音
を
繰
り
返
す
（
そ
の
上
に
「
お
」
を
付
け
る
こ
と
も
あ
る
）

・
酒

さ
さ

・
か
つ
を
ぶ
し

お
か
か

．
地
名
表
記
（
近
江
・
紀
伊
に
つ
い
て
）

11

①
「
近
江
」
は
ど
う
し
て
「
お
う
み
」
と
訓
む
の
か
？

「
お
う
み
」
の
意
味
は
？

・
「
う
み
」
と
い
う
語
は
、
海
水
の
海
だ
け
で
な
く
、
淡
水
の
う
み
（
湖
）
も
含
ん
だ
。

・
淡
水
の
「
う
み
」
を
指
す
語
に
は
、
「
み
づ
う
み
（
水
海
）
」
ま
た
は
「
あ
は
う
み
（
淡
海
）
」

が
あ
る
。
海
水
の
「
う
み
」
は
「
し
ほ
う
み
（
塩
海
）
」
。

・
現
在
の
滋
賀
県
は
、
日
本
最
大
の
湖
で
あ
る
琵
琶
湖
が
あ
る
の
で
、
淡
海
国
と
い
っ
た
。
よ
み

は
「
あ
は
う
み
」
→
「
あ
ふ
み
」
。

・
現
在
の
静
岡
県
西
部
は
浜
名
湖
が
あ
る
の
で
、
「
遠
淡
海
（
と
ほ
つ
あ
ふ
み
）
」
の
国
と
い
っ

た
。
今
の
滋
賀
県
は
「
近
淡
海
（
ち
か
つ
あ
ふ
み
）
」
の
国
。
遠
近
は
都
か
ら
見
て
。

・
大
宝
元
年
（
７
０
１
）
頃
、
国
名
は
漢
字
二
字
と
定
め
ら
れ
た
。
「
近
淡
海
」
「
遠
淡
海
」
は

と
も
に
漢
字
三
字
な
の
で
、
「
淡
海
」
を
「
江
」
と
置
き
換
え
、
「
近
江
」
「
遠
江
」
と
改
め
た
。

よ
み
は
従
来
通
り
、
「
ち
か
つ
あ
ふ
み
」
「
と
ほ
つ
あ
ふ
み
」
の
ま
ま
。

・
両
国
を
区
別
す
る
の
に
、
遠
江
を
「
と
ほ
つ
あ
ふ
み
」
と
い
え
ば
、
近
江
を
あ
え
て
「
ち
か
つ

あ
ふ
み
」
と
い
う
必
要
は
な
く
、
単
に
「
あ
ふ
み
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

②
「
紀
伊
国
」
は
も
と
は
「
木
国
」
。
和
歌
山
県
は
木
が
多
い
か
ら
。
し
か
し
、
大
宝
年
間
の
規
定

き
の
く
に

に
よ
り
、
「
木
」
１
字
で
は
不
可
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
き
」
を
万
葉
仮
名
の
「
紀
」
で
表

記
し
、
こ
れ
に
、
「
き
」
の
母
音
「
ｉ
」
を
万
葉
仮
名
「
伊
」
で
付
加
し
、
「
紀
伊
」
と
し
た
。

関
西
で
は
、
「
火
」
を
「
ひ
ぃ
」
と
発
音
す
る
よ
う
に
、
母
音
が
強
い
。

・
表
記
は
「
紀
伊
国
」
と
な
っ
て
も
、
読
み
は
長
い
間
「
き
の
く
に
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
「
紀

伊
国
屋
」
は
今
で
も
「
き
の
く
に
や
」
と
読
む
。


